
低学年ストレスマネジメント
「こころすくすく教室」の取組
みと今後の展望について

浜松市精神保健福祉センター



児童生徒を取り巻く状況

全国小中学校の児童生徒不登校者数約34万6千人と過去最多を更新（R5）
小中高生の自殺者数の原因・動機別では「学校問題」が最も多い（R5)
20歳未満における精神科外来患者数は他の年代に比べて顕著な増加（R2)
患者数増加による精神科受診までの待機期間の長期化

1次予防の重要性



児童に対するストレスマネジメントの取組み

若年層の自殺対策として「子どものこころの健康事業」を実施

小学校4年生を対象としたストレスマネジメント教室を実施

令和5年度から各学校に配置されたSCが実施できる体制を整備中

低学年のストレスマネジメント教室を希望する声

低学年ストレスマネジメント
「こころすくすく教室」 モデル事業の開始

SC＝スクールカウンセラー



低学年に対する
ストレスマネジメントの必要性

保護的な環境から集団
行動を求められる環境

への変化

自我の形成や自立
心の獲得

不安や緊張が感覚
的で言語化するこ
とが困難

身体化や問題行動
として表出

親から離れること
へのストレス

学習に対する不安

小1プロブレム

心理的に危機的な状況
を呈しやすい時期

コロナによ
るメンタル
ヘルスの
影響

低学年児童にストレス対処法を身に付ける機会を提供
子どもたちのストレス対処能力を高める



低学年ストレスマネジメント教室
こころすくすく教室（ここすく教室）の概要

対 象 小学2年生（低学年を想定）
学習指導要領との

関連 学級活動（２）ウ 心身ともに健康で安全な生活態度の形成

活動のねらい
自分の気持ちを伝える方法の理解と心身のリラックス法の体験
を通して、自らの心を健やかに保とうとすることへの関心を高
める。

内容

①挨拶・自己紹介
②こころほぐしのゲーム(アイスブレイク）
③自分の気持ちに気づく
④こころの調子を整えるワーク（ロールプレイ）



１ 簡単に楽しめるアクティビティ

２ 自分の気持ちに気づきを向ける大切さ
の理解

３ 自分の気持ちを話すワーク

４ リラックス体験（呼吸法、筋弛緩法）

ここすく教室
の内容

副教材（振り返りシート・実施後活用できる教材）



１ 簡単に楽しめるアクティビティ



２ 自分の気持ちに気づきを向ける大切さの理解



３ 自分の気持ちを話すワーク（ロールプレイ）



４ リラックス体験（呼吸法、筋弛緩法）



ここすく教室 副教材



令和6年度「こころすくすく教室」モデル事業
実施状況

実施時期 令和6年9月～11月
実施校 市内小学校6校
実施クラス数 14クラス（対象児童数341人）
実施学年 小学校1年生から3年生（複式学級を含む）
講 師 メンタルヘルスサポーター（担当校のSC）
実施後 担任にアンケートを実施（11クラスが回答）



実施後の感想（アンケートから一部抜粋）

導入のアイスブ
レイクがとても
楽しそうだった

「そうやって言えば
いいんだ。」「自分
の今の気持ちはこう
なんだ。」と気付け
たことが多かったの
でうれしいです

予想以上に
相手の気持ちを和
らげる返答ができ

ていました

「こころの温度
計」という言葉
は、実施後も
使っているこど
もたちがいまし

た。



モデル事業実施から見えてきた課題

＜学校から＞事前打合せ内容を見える化し、学校・SC・セン
ターの役割分担を明確にしてほしい

＜学校から＞学校行事やSCとの日程調整が難しい

＜SCから＞低学年児童を対象とする難しさ

学校との連携・学級担任の協力が不可欠



今後の課題と展望



事業を継続していく上での課題

＜学校・SC＞学校やSCに対する事業啓発と理解促進

＜SC＞相談の増加によりSC派遣時間内での事業実施が困難

＜学校＞ここすく教材を日々の学級運営でも活用



今後の展望

体制整備
•全ての児童が最低2回はストレスマネジメントを学ぶ機会の提供

連携
•事業実施を通して教員とSC（専門家）の連携強化

実現
•心理や福祉等の専門機関と連携・協働する「チーム学校」へ



ご清聴ありがとうございました


